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  Ⅰ  緒言
  ハードボードの材質に影響を及ぼすパルプの性質としてはそのパルプの物理的性質と科
学的性質とが当然問題になると考えられる。この物理的性質の中には、繊維強度、繊維柔
軟性、排泄抵抗、繊維表面積、膨潤容積、及び繊維結合強度等が関係して来るし、又、更
に多くの相互関係を持つ因子としては、繊維長、繊維強度、繊維表面積、単位結合力、繊
維柔軟性、水-繊維系における濾過抵抗等が考えられる。
  この試験は前述の多数の因子の中で特にパルプの秤量平均繊維長とハードボードの材質
について行った結果である。
  Ⅱ  試験方法

(1) 原料
  原料パルプは当初繊維板中間試験工場製の 1 次解繊後の蒸気蒸煮シラカバのパルプであ
る。即ちシラカバチップを蒸気力 11.0kg/cm2で 8 分間連続ダイジェスターで蒸煮し、大気
圧下に放出したのち、立型シングル・ディスク・レハイナー(目立造船製、ディスク径 706mm、
山形歯、900r.p.m.)で粗砕したものを用いた。

(2) 供試パルプの調整。

第 1 図  供試パルプの調整方法
  (カッコの中の数字は実験番号)



  前記の粗砕パルプを繊維板研究室で小型シングル・ディスク・レハイナーを用いて精選
し、更に 10 カット・プレートを用いて小型フラット・スクリーン(東洋精機製フラット・ス
クリーン、1/2HP モーター付、ダイヤフラム振動数 700 回/分)で精製し、夫々繊維分布の異
なるパルプを調製した。これらのパルプの詳細な調整方法は第 1 図の通りである。
  (3) 供試パルプの篩分試験及び秤量平均繊維長の測定。
   (a) 供試パルプの篩分試験
  絶乾重量 10g に相当する前記の各湿潤パルプを秤取しパルプ離解機(東洋精機製、Tappi
型離解機、1/4HP モーター付)中で約 1.5l に稀釈し離解機を 3,000 回転させて、供試パルプ
を予め離解し、この離解したパルプをパルプ篩分機(東洋精機製、Tappi 型パルプ篩分機、5
ボックス、8、16、30、60、及び 120 メッシュ・スクリーン付、1/4HP モーター付)に入れ
供給水量 7.5l/min、で 20 分間処理してパルプを各留分に篩分けたこの操作を同種類のパル
プについて各々3 回行いこのうち 2回分は105℃で恒量になる迄乾燥後秤量して繊維の粒度
分布を測定した。又残りの 1 回は気乾にして各留分毎に繊維長を測定した。
  (b) 秤量平均繊維長の測定。
  繊維長の測定には万能投影機(日本光学製、Ⅰ型)を用い倍率 20 で各留分毎の 500 本の繊
維を 0.05mm まで測定した。
  秤量平均繊維長は次式から算出した。
  L＝(l1w1＋l2w2＋l3w3＋l4w4＋l5w5＋l6w6)/W
    但し L：秤量平均繊維長(mm)
         l：各留分の平均繊維長(mm)
        w：各留分の重量(g)
        W：w1＋w2＋w3＋w4＋w5＋w6(g)
  (4) ハードボードの製造
  供試パルプはサイズ剤を添加せずに、攪拌、ホーミング、及びコールドプレスを行って
40×40cm のウェット・シートをつくり、187℃、50-5-50-kg/cm2、3-4-3 分のスケジュール
でホットプレスした。
  (5) 材質試験
  ハードボードの材質試験は JIS-A-590-1957 に準じて行った。但し比重、含水率、及び吸
水率測定用の試験片は 5×5cm である。

第 1 表  試験結果
  原木の平均繊維長＝1.22mm.



第 2 図  秤量平均繊維長と曲げ強さとの関係

  Ⅲ  試験結果及び考察
  第 1 表に試験結果を示す。この表中の結果より、供試パルプの各処理別パルプの繊維分
布の状態とは異なっている、殊に、レハイニング・パルプとスクリーンニング・パルプの
差は大きいが、この繊維分布の状態からボード材質との関係を見出すことは困難であった。
第 2 図に秤量平均繊維長とハードボードの曲げ強さとの関係を示す。この場合は、秤量平
均繊維長が小さくなるに従って、ハードボードの曲げ強さは大きくなる傾向が明瞭である。
しかし、ハードボードの吸水率との関係は見出せなかった。
  また第 2 図中の B 線は、本試験とは別に行ったドロノキを原料として炭酸ソーダ蒸煮、
常圧解繊した当所中間試験工場パルプについて、大型篩分機を用い各篩分留分毎にボード
を製造してそのボードの曲げ強さと各留分毎の秤量平均繊維長との関係を図示したもので
ある。
  以上の結果よりパルプの化学的組成が同一である場合には秤量平均繊維長が小さくなる
に従ってハードボードの曲げ強さは大きくなってくるが使用原木の繊維長附近で最大とな
るのではないかと考えられる。
  以上簡単にパルプの秤量平均繊維長とハードボードの材質との関係について考察してき
たが、更に検討を進めてファイバーボード用パルプの性状を一義的に指示出来る指標を見
出したいと考えている。
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